
10人の賢人による2年に及ぶ議論の集大成！ サイバー・宇宙・無人兵器による
新しい戦争の形とは？ 自衛隊はそれに適応できるのか？　緊急提言！
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ウクライナ戦争は、熾烈なサイバー攻撃や、宇宙の衛星の重要性、戦場を飛び交う
ドローンといった「新しい戦争の形」を浮き彫りにした。台湾有事の危機が高まる
中、それは将来の日本が直面する戦場の姿だ。しかし、現在の国内法・国際法の議
論は、そうした戦場の急速な変化に追いつけていない。自衛隊幹部OB、法学者、弁
護士などからなる「新領域研究会」は、2年に及ぶ議論を交わし、サイバー・宇宙・無
人兵器といった「新領域」をめぐる様々な法的課題を分析。日本の安全保障の鍵を
握る「新領域安全保障」の姿を探った。
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